
　
屋
井
先
蔵
は
、
国
漢
学
校
に
通

っ
た
の
ち
、
独
学
で
機
械
発
明
の

道
を
志
し
た
努
力
の
人
。

　
東
京
職
工
学
校
（
現
・
東
京
工

業
大
学
）
の
受
験
に
時
計
の
遅
れ

で
失
敗
し
た
こ
と
で
奮
起
し
、
液

体
電
池
を
使
っ
た
正
確
な
時
間
の

電
気
時
計
を
創
案
し
ま
し
た
。

　
次
に
液
体
電
池
の
改
良
に
着
手
。

東
京
物
理
学
校（
現
・
東
京
理
科
大

学
）
の
学
者
と
研
究
を
重
ね
、
乾

電
池
を
発
明
し
ま
し
た
。

　
世
界
の
注
目
を
集
め
た
の
は
シ

カ
ゴ
万
博
。
帝
国
大
学
（
現
・
東

京
大
学
）
が
出
品
し
た
地
震
計
に

屋
井
乾
電
池
が
使
わ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
軍
用
電
池
と
し
て
大
成

功
を
収
め
ま
し
た
。

　
現
代
に
な
る
と
、
上か

み

村む
ら

清せ
い

五ご

郎ろ
う

が
国
産
雪
上
自
動
車
、
今い
ま

井い

与よ

三ざ
ぶ

郎ろ
う
ら
が
消
雪
パ
イ
プ
を
考
案
。
日

本
や
世
界
の
産
業
の
発
展
に
長
岡

の
先
人
た
ち
が
貢
献
し
た
の
で
す
。

屋
や い

井 先
さ き ぞ う

蔵
文久３(1863)年〜昭和２(1927)年

世界初の乾電池を発明。
近年、その世界的な功績
が評価され、米国電気電
子学会から表彰。

産学連携の“ものづくり”の先駆者

世界が認めた
� 「乾電池王」

ＮＰＯ法人
長岡産業活性化協会ＮＡＺＥ
会長
大井 尚

な お

敏
と し

 さん
平成17年の協会設立時から副
会長を務め、今年４月に会長
就任。会員企業80社と共に、
長岡のものづくりの価値向上
に取り組む。機械加工・組立
業の㈱オオイ代表取締役。

　
長
岡
に
は
、「
図
面
一
つ
あ
れ

ば
な
ん
で
も
作
れ
る
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
高
い
技
術
を
持
っ
た
多
種

多
様
な
企
業
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

製
造
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
を
担
え
る

企
業
が
集
結
し
、
連
鎖
し
て
い
て
、

〝
も
の
づ
く
り
の
生
態
系
〞
が
で

き
て
い
る
ん
で
す
。

　
ま
た
、
大
学
や
高
専
、
工
業
高

校
と
の
連
携
で
、
も
の
づ
く
り
の

可
能
性
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
学

生
の
ア
イ
デ
ア
と
企
業
の
技
術
力

が
融
合
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

モ
ノ
が
で
き
て
い
く
の
が
本
当
に

面
白
い
で
す
ね
。

　
今
は
、
ロ
ボ
コ
ン
の
世
界
大
会

へ
の
挑
戦
や
ア
フ
リ
カ
の
開
発
課

題
の
解
決
に
学
生
と
共
に
取
り
組

み
、
技
術
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
は
、
ま
ち
な

か
で
学
生
も
企
業
も
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
の
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
種
や
世
代
が
集
ま

り
、
最
新
機
器
を
使
う
こ
と
で
、

さ
ら
に
新
し
い
発
想
が
生
ま
れ
る

で
し
ょ
う
。
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
が
、

「
長
岡
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
の

実
践
の
場
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

企業と学生の連携が新たな発想を生む

�現代版�
�国漢学校��互尊文庫�

米
百
俵
プ
レ
イ
ス
か
ら

始
ま
る
新
た
な
未
来

（
仮
称
）

大
手
通
坂
之
上
町
地
区
再
開
発
事
業

アイデアをカタチにできる
挑戦の場所

　　　　　　４大学１高専や企業の多様な人材が
交流する場を設け、ビジネス支援やマッチングに
より新たな発想を創出します。３Ｄプリンターや
レーザーカッターのある「ファブラボ」では、誰
でも利用できるものづくりの場を提供します。

▲N
ナ デ ッ ク

aDeC B
ベ ー ス

ASEで行われた
高専生とものづくり企業の課
題解決授業（昨年10月）

米プレ
こんなトコ

　
か
つ
て
先
人
は
未
来
を
見
据
え
、
長
岡
の
ま
ち
の
礎

を
築
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
も
同
じ
志
を
持
っ
て
活
躍

す
る
人
が
い
ま
す
。
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
に
そ
の
想

い
を
伝
え
、
未
来
へ
と
つ
な
ぐ
「
米
百
俵
プ
レ
イ
ス

（
仮
称
）」
へ
の
期
待
の
声
と
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

問
中
心
市
街
地
整
備
室
Ｔ
39
･
２
８
０
７

その二
産学
　連携

 連載 

■人口と世帯(８月１日現在)
　人口/267,200人（-78）
　世帯数/108,833世帯（＋67）
　男/130,670人（-43）
　女/136,530人（-35）
　※（　）内は前月比

植物油インキを使用していますhttps://www.city.nagaoka.niigata.jp
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長岡の話題、ほぼ毎日更新中！
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